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政
府
自
民
党
が
今
国
会
で
成
立
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
る
「
組
織
犯
罪
処
罰
法
改
正

案
」
は
、
「
組
織
的
犯
罪
集
団
」
が
重
大
犯

罪
を
２
人
以
上
が
計
画
し
、
そ
の
内
少
な
く

と
も
一
人
が
準
備
行
為
を
し
た
段
階
で
、
そ

の
計
画
に
加
わ
っ
た
も
の
を
処
罰
す
る
と

い
う
「
テ
ロ
準
備
罪
法
」
を
新
設
す
る
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
回
新
設
し
よ
う
と
し
て
い
る
「
テ
ロ
準

備
罪
法
案
」
は
、
当
初
６
７
６
の
罪
か
ら
成

り
立
っ
て
お
り
、
慎
重
論
を
と
っ
て
い
た
公

明
党
を
引
き
入
れ
る
た
め
に
要
望
を
取
り

入
れ
て
２
７
７
へ
と
絞
り
込
ん
だ
も
の
の
、

そ
の
内
テ
ロ
に
関
係
す
る
も
の
は
４
割
弱

の
１
１
０
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
「
テ
ロ
」

と
は
名
ば
か
り
の
も
の
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ

こ
に
国
家
権
力
の
恣
意
的
な
判
断
で
労
働

組
合
や
市
民
団
体
、
あ
る
い
は
時
の
政
府
の

政
策
に
反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
な
ど
が
取
締

り
の
対
象
に
さ
れ
る
危
険
性
が
大
い
に
あ 

              

                

り
、
過
去
に
三
度
廃
案
に
な
っ
た
「
共
謀
罪
」

と
何
ら
変
わ
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。 

                      

     

安
倍
首
相
は
首
相
在
任
中
に
何
と
し
て

も
「
憲
法
改
正
」
を
成
し
遂
げ
よ
う
と
、
今

ま
で
一
党
独
裁
を
背
景
に
し
た
国
会
運
営

で
、
数
々
の
重
要
法
案
を
成
立
さ
せ
て
き
ま

し
た
。 

２
０
１
３
年
に
は
「
特
定
秘
密
保
護
法
」

を
成
立
さ
せ
、
翌
年
に
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
昨
年
は
「
刑
事
司
法
改
革
法
」
に
、
盗

聴
法
の
拡
大
や
司
法
取
引
な
ど
を
加
え
ま

し
た
。 

既
に
今
日
の
日
本
で
は
、
町
の
至
る
所

や
、
人
の
集
ま
る
所
に
は
「
防
犯
カ
メ
ラ
」

が
大
量
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
い
つ
で
も
警

察
が
「
捜
査
」
を
理
由
に
し
て
見
て
い
ま
す
。

ま
た
道
路
で
も
、
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
と
連
動

し
た
監
視
カ
メ
ラ
や
自
動
車
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
読
み
取
る
Ｎ
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
、
警
察
が
活
用
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
様
に
日
本
の
国
民
は
、
日
常
生
活
か

ら
丌
断
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
監
視
下

に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
上
に
更
に

「
テ
ロ
」
の
名
を
借
り
て
実
質
上
の
「
共
謀

罪
」
を
新
設
し
て
、
憲
法
改
正
後
の
日
本
を

想
定
し
て
完
全
な
監
視
社
会
を
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
る
の
で
す
。 

   

今
多
く
の
国
民
は
、
「
森
友
学
園
」
疑
惑

に
ま
み
れ
た
安
倍
内
閣
を
追
い
詰
め
る
闘

い
に
注
目
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
力

で
国
民
を
弾
圧
す
る
「
共
謀
罪
」
の
成
立
を

阻
止
す
る
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東

労
組
Ｏ
Ｂ
会
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

                             

今
年
１
月
20
日
か
ら
開
か
れ
て
い
る
第
１
９
３
通
常
国
会
は
、「
本
部
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ

ー
ス
・
２
月
号
」
で
既
報
の
通
り
、「
天
皇
陛
下
の
退
位
に
関
す
る
特
別
法
案
」
や
「
組

織
犯
罪
処
罰
法
改
正
案
」、
「
働
き
方
改
革
」
関
連
法
案
な
ど
重
要
法
案
が
ひ
し
め
い

て
、
与
野
党
に
よ
る
熱
い
国
会
論
議
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
予
定
で
し
た
。 

し
か
し
、
２
月
上
旬
に
大
阪
市
の
学
校
法
人
「
森
友
学
園
」
が
豊
中
市
で
の
小
学
校
建

設
を
巡
る
国
有
地
の
激
安
払
い
下
げ
問
題
に
火
が
付
き
、
大
阪
維
新
の
会
や
安
倍
首
相
の

昭
恵
夫
人
の
関
与
や
首
相
の
１
０
０
万
円
寄
付
疑
惑
な
ど
で
「
真
相
究
明
」
を
求
め
る
与

野
党
の
攻
防
が
続
い
て
お
り
、
重
要
法
案
の
表
立
っ
た
審
議
は
進
ん
で
お
り
ま
せ
ん
。 

そ
の
一
方
で
自
民
党
政
府
は
、
一
日
も
早
く
こ
の
「
森
友
学
園
」
を
巡
る
問
題
を

終
息
さ
せ
、
６
月
会
期
末
ま
で
に
重
要
法
案
の
成
立
を
は
か
る
企
て
を
進
め
て
お
り

ま
す
。
特
に
「
テ
ロ
」
の
名
を
借
り
た
「
共
謀
罪
」
は
、
国
民
を
監
視
社
会
下
に
お

く
危
険
な
も
の
で
あ
り
、
絶
対
に
廃
案
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

        

「
テ
ロ
等
準
備
罪
」
と
は 

 

安
倍
政
権
の
狙
い
は 

監
視
社
会 

「テ
ロ
等
準
備
罪
」の
対
象
と 

な
る
「重
大
犯
罪
」 

に
報
告 

 テロに関する罪 

  （１１０） 

組織的な殺人、放火、ハイジャック 

拳銃の発射、サリンの発散、毒物混入 

 薬物に関する罪 

   （２９） 

覚醒剤や大麻、ヘロイン等の輸出

入・譲渡 

 人身に関する罪 

   （２８） 

人身売買、集団密航者を不法入国させる行

為、強制労働、児童買春、臓器売買 

資金源に関する罪 

 （１０１） 

組織的な詐欺・恐喝・高利子の契約 

通貨・有価証券偽造・マネーロンダリング 

司法妨害に関する罪 

   （９） 

偽証、組織的な犯罪の証拠隠滅、 

逃亡援助 

 

「森友学園」疑惑の安倍首相が狙う 

今
こ
そ
反
撃
の
第
１
歩
を 



      
 
 
 
 

                  

 

                

 

 

                                      

                                        

                                         

                                

長
野
地
本
Ｏ
Ｂ 

会
は
、
地
域
で
活 

躍
し
て
い
る
金
子 

井
上
さ
ん
は
、 

万
文
さ
ん
を
紹
介 

し
ま
す
。 

金
子
さ
ん
は
昭
和
43
年
に
国
鉄
小
諸 

保
線
区
に
軌
道
掛
と
し
て
採
用
さ
れ
、 

篠
ノ
井
駅
に
転
勤
後
、
昭
和
49
年
に
念 

願
の
車
掌
に
な
り
、
退
職
ま
で
車
掌
一 

筋
の
人
生
で
し
た
。
平
成
３
年
に
は
Ｊ 

Ｒ
東
日
本
一
番
の
車
掌
に
な
ろ
う
と
思 

い
、
車
掌
技
術
競
技
会
に
挑
戦
し
て
、 

見
事
「
社
長
賞
」
を
受
賞
し
た
思
い
出 

      

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

退
職
後
は
、
す
ぐ
に
地
域
の
公
民
館
長 

や
区
長
を
歴
任
し
て
現
在
は
民
生
児
童
委

員
を
引
き
受
け
４
年
目
に
な
り
ま
す
。 

金
子
さ
ん
の
趣
味
は
山
菜
取
り
、
渓
流 

   

釣
り
等
ア
ウ
ト
ド
ア
で
仲
間
と
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
特
に
10
年
位
前
に
始
め
た
社
交

ダ
ン
ス
で
は
、
地
域
の
若
い
（
？
）
御
婦

人
達
の
人
気
者
に
な
っ
て
お
り
、
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
引
っ
張
り
だ
こ
に
な
っ
て
い 
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る
と
、
近
所
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
ソ
～
ッ
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。 

地
域
で
活
動
し
て
い
て
つ
く
づ
く
思
っ
た 

事
は
、
現
役
時
代
に
地
本
副 

委
員
長
を
経
験
し
た
事 

が
、
今
に
な
っ
て
本
当
に 

役
立
っ
て
い
る
と
の
事
で 

し
た
。 

何
時
も
地
域
の
住
民
を
見 

守
る
金
子
さ
ん
は
高
齢
化
社
会 

の
中
で
、
明
る
く
闊
達
な
人
柄
で
、
地
域
に
は

欠
か
せ
ぬ
存
在
で
す
。 

 

（
長
野
県
坂
城
町
在
住
・
金
子
万
文
・
67
歳
） 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

長野地本ＯＢ会 

 

 

千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
２
月
19
日
と
20
日 

の
両
日
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
以
来
初
め
て
の
泊 

幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
泊
幹
事
会
に
は
、
本
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｏ
Ｂ
会
か
ら
大
熊
顧
問
を
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

め
廣
瀬
副
会
長
、
川
崎
事
務 

局
次
長
の
３
名
が
来
賓
と
し 

て
参
加
し
、
総
勢
16
名
の
会 

議
と
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１
日
目
は
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

幹
事
の
相
川
好
夫
さ
ん
が
昨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
の
「全
国
高
齢
者
集
会
」
で 

30
数
年
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

活
動
と
し
て
発
表
し
た
「
花 

嫁
街
道
」の
踏
査
を
行
い
ま 

し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
日
参
加
者
は
南
房
総 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
和
田
町
の
宿
泊
施
設
「
自 

然
の
さ
と
・
く
す
の
木
」
に
集 

合
し
、
そ
の
内
14
名
が
12
時 

20
分
に
花
嫁
街
道
の
入
り
口 

か
ら
踏
査
に
出
発
し
ま
し
た
。 

「
花
嫁
街
道
」
踏
査
は
、
ガ
イ
ド
の
相
川
さ 

ん
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
急
勾
配
や
連

続
す
る
登
り
の
道
を
歩
き
続
け
、
宿
特
製
の
弁

当 

                            
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 を
第
２
展
望
台
で
美
味
し
く
と
っ
た
後
、
新
日

本
百
名
山
の
「
烏
場
山
」
な
ど
を
ま
わ
っ
て
無
事

下
山
し
ま
し
た
。
花
嫁
街
道
は
、
噂
ど
お
り
の

楽
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
で
し
た
。 

宿
で
の
夕
食
会
で
は
、
相
川
さ
ん
か
ら
自
慢

の
「
ク
ジ
ラ
の
刺
身
」
や
「
サ
ン
マ
の
丸
干
し
」
の

差
し
入
れ
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
も
「
相
撲
甚

句
」
や
「
山
歩
き
の
極
意
の
伝
授
」
な
ど
が
あ
っ

て
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
一
気
に
役
員
の
懇

親
が
深
ま
り
ま
し
た
。 

２
日
目
は
午
前
９
時
か
ら
第
７
回
の
幹
事

会
を
開
催
し
、
当
面
す
る
本
部
Ｏ
Ｂ
会
お
よ
び

地
本
Ｏ
Ｂ
会
の
取
り
組
み
を
確
認
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の
大
熊
顧
問
よ
り

「
Ｏ
Ｂ
会
は
何
を
な
す
べ
き
か
」の
問
題
提
起
を

受
け
、
全
員
で
し
っ
か
り
受
け
止
め
た
後
散
会

と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
泊
幹
事
会
の
会
場
と
な
っ
た
「
自
然
の

さ
と
・
く
す
の
木
」
は
、
廃
校
に
な
っ
た
小
学
校

を
利
用
し
た
市
営
の
宿
泊
施
設
で
し
た
。
そ
こ

で
一
晩
語
り
合
っ
た
初
め
て 

の
泊
幹
事
会
は
、
役
員
間 

の
懇
親
を
深
め
団
結
を
強 

化
し
た
有
意
義
な
も
の
に 

な
り
ま
し
た
。 

               

 
     

日
本
退
職
者
連
合
は
３
月
７
日
13
時
30

分
よ
り
連
合
本
部
会
議
室
で
、
「甴
女
平
等
参

画
推
進
の
た
め
の
第
６
回
学
習
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。 

学
習
会
に
は
、
今
ま
で
に
な
い
過
去
最
高
の

１
５
０
名
が
参
加
し
、
補
助
席
を
設
け
て
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
か

ら
も
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
と
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ

会
か
ら
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

こ
の
学
習
会
は
、
女
性
組
合
員
が
働
き
や

す
い
労
働
環
境
を
積
極
的
に
作
っ
て
い
く
た
め

に
日
本
退
職
者
連
合
内
に
つ
く
ら
れ
た
委
員

会
で
、
こ
れ
ま
で
も
毎
年
１
回
学
習
会
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
会
場
が
超
満
員
に
な

っ
た
の
は
、
今
年
が
初
め
て
で
主
催
者
も
び
っ
く

り
し
て
い
ま
し
た
。 

講
師
は
、
東
京
家
政
大
学
名
誉
教
授
で
女

性
未
来
研
究
所
長
も
さ
れ
て
い
る
樋
口
恵
子

さ
ん
で
、
２
度
目
の
学
習
会
で
の
講
演
で
す
。 

学
習
会
は
主
催
者
の
日
本
退
職
者
連
合
の

甴
女
平
等
参
画
委
員
会
の
人
見
一
夫
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
の
後
、
84
歳
の
樋
口
恵
子
さ
ん
が

立
っ
た
ま
ま
参
加
者
の
笑
い
を
誘
い
な
が
ら
、

２
時
間
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

講
師
の
樋
口
恵
子
さ
ん
は
、
女
性
の
目
線
か

ら
講
演
さ
れ
「
こ
れ
か
ら
の
超
高
齢
化
社
会
の

主
役
は
女
性
で
、
２
０
５
０
年
に
は
日
本
の
平

均
寿
命
は
女
性
が
90
．
29
歳
、
甴
性
が
83
．

55
歳
と
な
る
、
従
っ
て
介
護
保
険
も
甴
性
よ
り

女
性
が
多
く
使
う
。
高
齢
女
性
の
健
康
の
三

大
要
素
は
、
食
生
活
・
運
動
・
社
会
参
加
だ
、

も
っ
と
女
性
が
社
会
進
出
し
て
い
く
に
は
、
甴

性
の
理
解
と
共
に
女
性
が
働
き
や
す
い
環
境 

                            

    

３
月
18
日
八
王
子
地
本
Ｏ
Ｂ
会
が
65
名 

の
参
加
者
で
「
春
の
集
い
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

第
一
部
は
田
城
前
議
員
の
講
演
で
、
高
齢

者
を
犠
牲
に
し
て
若
者
の
人
気
取
り
を
狙
う

安
倍
政
権
の
反
動
性
を
暴
露
し
ま
し
た
。  

 
 
 
 

第
二
部
は
懇
親
会
で
、
昨
年
山
梨
県
退
職

者
連
合
の
会
長
に
就
任
し
た
甲
府
支
部
Ｏ
Ｂ

会
の
加
藤
秀
八
さ
ん
の
お
祝
い
を
兼
ね
て
開

催
さ
れ
、
３
名
の
会
員
に
よ
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
と
尺

八
の
演
奏
と
安
来
節
の
踊
り
が
披
露
さ
れ
、

浅
草
演
芸
場
張
り
の
大
盛
り
上
が
り
に
な
り

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、
「
来
年
は
俺
も
出

た
い
」
と
申
し
入
れ
も
あ
り
今
後
検
討
し
て
い

く
事
に
な
り
ま
し
た
。 

初
の
「春
の 

集
い
」
は
尺
八 

の
演
奏
で
「
北 

国
の
春
」
を
合 

唱
し
て
楽
し
い 

一
日
を
過
ご 

し
ま
し
た
。 

               

     

を
更
に
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
為

に
も
女
性
組
合
員
の
組
合
活
動
へ
の
参
画

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
」
と
訴
え
、
日
本
退

職
者
連
合
へ
の
期
待
も
表
明
さ
れ
ま
し
た
。 

と
に
か
く
２
時
間
立
ち
っ
ぱ
な
し
で
、
参

加
者
の
笑
い
を
取
り
な
が
ら
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ

に
話
す
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
樋
口
恵
子

さ
ん
に
は
、
女
性
な
ら
ず
と
も
甴
性
も
脱

帽
で
、
参
加
者
全
員
納
得
顔
で
会
場
を
後

に
し
ま
し
た
。 

         

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 

 

「我らの声」（第１８号） 
   

現在販売中！ 
    
 購読申し込みは 

 
各地本ＯＢ会へ 

 

 頒価   500円 
 

 

 

 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

粋
な
見
守
り
役 

 

日
本
退
職
者
連
合
が 

「
人
生
１
０
０
年
老
い
を
支
え
る
し
く
み
」
で
学
習
会 

   

 

八
王
子
で
講
演
会
と 

 
 
 

演
芸
で
大
盛
り
上
が
り 

 

千葉地本ＯＢ会 
 

初の泊幹事会で花嫁街道踏査 
 

 
ＯＢ会員証が 
      新しくなります 
 

本部ＯＢ会結成 20 周年

を契機に内容を刷新し

ます。 

形状も縦から横へ 

 

 

 

 


